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②

経
済
視
点

経済と社会の両立＝サステナ経営

①

収益性

経済のゴール

ミッション

ＳＤＧｓ：世界の共通言語
ＣＳＲ：企業の社会的責任
ＣＳＶ：共通価値の創造

［使命：具体的な行動規範］

社会の繁栄

社会視点

社会のゴール

［大事にしたい価値］

存在意義

サステナ経営におけるパーパス・ビジョン・ミッション・バリューズ

パーパス

 

ビジョン
バリューズ ［あるべき姿/ありたい姿］

社員を大切に
環境に配慮
エシカル

株主価値

企業価値の向上

ＥＳＧ

サステナ経営浸透 完全マニュアル

な
ぜ
サ
ス
テ
ナ
経
営
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ

（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）が

重
要
な
の
か
、
経
営
者
は
即
答
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
取
り

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
持
続
可
能
性
）を
経
営
に
統
合
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
に
お
け
る「
最
重
要
課
題
」だ
。
す
べ
て
の
部
署
が
事
業

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
理
解
し
な
い
と
、
思
わ
ぬ「
リ
ス
ク
」が
起

き
た
り
、「
機
会
」を
逸
し
た
り
す
る
。
サ
ス
テ
ナ
経
営
を
社
内
に
浸
透
さ
せ

る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
を
ま
と
め
た
。（
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森 

摂
、オ
ル
タ
ナ
編
集
部
・

吉
田
広
子
、
池
田
真
隆
、
萩
原
哲
郎
、
下
村
つ
ぐ
み
、
北
村
佳
代
子
）

❶ 

ト
ッ
プ
が「
な
ぜ
」を
知
る

組
め
ば
、
自
社
の
株
価
は
上
が
る

の
か
。
上
場
し
て
い
な
い
な
ら
、

サ
ス
テ
ナ
経
営
は
不
要
な
の
だ
ろ

う
か
。

サ
ス
テ
ナ
経
営
の
浸
透
に
お
い

て
、ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
は
両
輪
だ
。
た
だ
し
、「
ト
ッ
プ

が
言
わ
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
」

と
と
も
に
、「
ミ
ド
ル
が
助
け
な

け
れ
ば
広
が
ら
な
い
」。
改
め
て
、

取
締
役
ほ
か
経
営
幹
部
の
意
識
改

革
が
不
可
欠
だ
ろ
う
。

「
社
会
課
題
」を 

 

「
自
分
ご
と
」化

で
は
、
企
業
ト
ッ
プ
は
ど
う

や
っ
て
サ
ス
テ
ナ
経
営
や
社
会
課

題
の
重
要
性
を
知
る
の
だ
ろ
う
か
。

米
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
ビ
ジ
ネ
ス

倫
理
学
を
研
究
す
る
デ
イ
ブ
・
メ

イ
ヤ
ー
教
授
ら
は
、「
道
徳
的
な

意
義
を
強
調
し
、
企
業
の
パ
ー
パ

ス（
存
在
意
義
）
と
の
関
連
性
を

示
し
た
方
が
、
説
得
の
成
功
率
が

高
い
」と
の
調
査
結
果
を
発
表
し

つのメソッドつのメソッド
❶トップが「なぜ」を知る
❷従業員に体験させる
❸事業に結び付ける
❹社内で競う・褒める
❺家族も巻き込む

ぶ
東
京
・
丸
の
内
エ
リ
ア
だ
。

車
イ
ス
に
乗
っ
た
り
、
白
杖
を

頼
り
に
歩
い
た
り
、
白
内
障
を
体

験
で
き
る
ゴ
ー
グ
ル
や
関
節
の
動

き
を
制
限
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
装

着
し
た
り
し
て
、
ビ
ル
街
を
歩
く
。

「
車
イ
ス
か
ら
も
見
や
す
い
よ
う

に
店
の
案
内
板
の
角
度
を
工
夫
で

き
な
い
か
」「
イ
ヤ
ー
マ
フ
を
つ
け

る
と
、
女
性
の
高
い
声
が
聞
こ
え

に
く
い
。
大
事
な
店
内
ア
ナ
ウ
ン

ス
は
男
性
の
声
に
変
え
て
も
良
い

か
も
し
れ
な
い
」。
ま
ち
歩
き
の

後
、
参
加
者
は
体
験
で
得
た
気
付

き
や
改
善
策
を
議
論
し
た
。

三
菱
地
所
グ
ル
ー
プ
は「
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
が
実
現
さ
れ

た
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
ま

ち
歩
き
研
修
を
企
画
し
た
。
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
自
分
事
化
し
、
社

員
の
行
動
変
容
の
き
っ
か
け
を
創

出
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
だ
。

「
イ
シ
ュ
ー
を
特
定
し
、
視
覚
化

し
、
分
析
し
、
解
決
に
取
り
組
む
」。

ヤ
フ
ー
の
安
宅
和
人
取
締
役
は
著

書『
イ
シ
ュ
ー
か
ら
始
め
よ
』
で

こ
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
唱
し
た
。

著
書
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
手
段

と
し
て
の
記
述
が
主
だ
が
、
サ
ス

テ
ナ
の
取
り
組
み
も
同
様
だ
。

サ
ス
テ
ナ
経
営
は 

 

人
的
資
本
経
営

二
点
目
に
重
要
な
の
は
、
こ
の

数
年
の
流
れ
に
お
い
て
、「
サ
ス

テ
ナ
経
営
」
で
重
要
な
の
は
、
従

業
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
働

き
や
す
さ
を
含
め
た「
人
的
資
本

の
充
実
」で
あ
る
こ
と
だ
。

23
年
３
月
期
以
降
、
上
場
企
業

は
有
価
証
券
報
告
書
で
人
的
資
本

に
関
す
る
開
示
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。「
新
卒
の
３
割
が
３
年
以
内

に
退
職
す
る
」と
い
う
近
年
の
状

況
の
中
で
、
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
の

取
り
組
み
と
、
人
材
定
着
率（
リ

テ
ン
シ
ョ
ン
）の
関
係
性
に
注
目

が
集
ま
る
。

特
に
20
─
30
代
の
Ｚ
世
代
や
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
の
社
員
は
、
自
社

へ
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ（
忠
誠
心
）

が
、
以
前
に
比
べ
て
低
い
。
自
分

の
仕
事
に
や
り
が
い
を
見
出
せ
な

い
社
員
は
、
会
社
を
辞
め
る
こ
と

を
考
え
る
。
会
社
が
社
会
課
題
に

取
り
組
ん
で
な
か
っ
た
り
、
無
関

た（
米
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス

レ
ビ
ュ
ー
電
子
版
19
年
２
月
）。

こ
れ
ま
で
、
環
境
・
社
会
問
題

に
企
業
が
取
り
組
む
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
経
営
陣
の
理
解
を

得
た
い
場
合
、
多
く
の
従
業
員
は

他
社
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を

示
し
て
き
た
。
特
に
日
本
で
は
、

２
０
１
１
年
以
降
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ（
共

通
価
値
の
創
造
）
が
急
速
に
広

が
っ
た
こ
と
で
、
経
済
価
値
が
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
同
教
授
ら
研
究
チ
ー

ム
は
、
社
会
変
革
を
起
こ
す
に
は

「
力
に
な
り
た
い
」
と
い
う
内
発

的
動
機
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に

も
道
徳
的
な
説
得
が
有
効
だ
と
し

た
。「
企
業
は
社
会
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
最
良
の
組
織
だ
。
す

べ
て
の
従
業
員
は
職
位
に
か
か
わ

ら
ず
、
社
会
変
革
を
起
こ
す
主
体

に
な
れ
る
」と
主
張
す
る
。

で
は
、
そ
う
し
た「
道
徳
性
」は

組
織
内
で
ど
の
よ
う
に
養
わ
れ
る

の
か
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
社
会
課
題

の「
自
分
ご
と
」化
だ
。

当
事
者
の
視
点
で 
 

ま
ち
を
見
直
す

「
信
号
機
が
な
い
横
断
歩
道
は
、

目
が
見
え
な
い
と
不
安

だ
」「
ス
ロ
ー
プ
の
傾
斜

が
思
っ
た
よ
り
き
つ
く

て
車
イ
ス
が
大
変
」。

三
菱
地
所
プ
ロ
パ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
Ｐ

Ｍ
）の
社
員
ら
34
人
は

７
月
末
、
障
が
い
者
な

ど
の
当
事
者
視
点
を
学

ぼ
う
と
、「
ま
ち
歩
き
研

修
」
を
行
っ
た
。
場
所

は
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や

商
業
施
設
が
立
ち
並
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心
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
転
職
へ

の
引
き
金
に
な
る
。

米
Ｐ
Ｒ
会
社
エ
デ
ル
マ
ン
の「
ト

ラ
ス
ト
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
」調
査（
16

年
）に
よ
る
と
、
会
社
が「
社
会
課

題
に
取
り
組
む
」
こ
と
で
、
次
の

よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
社
員
が
増

え
る
と
い
う
。

逆
に
、
社
会
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
な
い
こ
と
で
、「
働
く
こ
と

に
意
欲
を
感
じ
な
い
」「
自
社
の

戦
略
と
目
標
の
達
成
に
尽
力
で
き

な
い
」「
こ
の
会
社
で
は
働
き
続

け
た
く
は
な
い
」と
い
う
気
持
ち

に
な
る
社
員
が
増
え
る
傾
向
に
あ

る
。
優
秀
な
人
材
を
取
り
込
み
、

働
き
続
け
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作

ら
な
い
と
、
企
業
活
力
や
生
産
性

は
高
め
ら
れ
な
い
。

▼�

顧
客
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
し

て
仕
事
を
し
た
い

▼�

自
社
の
戦
略
と
目
標
の
達
成
に

尽
力
し
て
い
る

▼
働
く
こ
と
に
意
欲
を
感
じ
る

▼
こ
の
会
社
で
働
き
続
け
た
い

▼�

自
社
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
他

人
に
勧
め
る

▼�

勤
め
先
と
し
て
自
社
を
他
人
に

勧
め
る

▼�

自
社
の
将
来
に
自
信
を
持
つ

白
杖
を
手
に
ま
ち
を
歩
く
三
菱
地
所
Ｐ
Ｍ
の
社
員
ら
。
声
掛
け

の
大
切
さ
を
実
感
し
た（
東
京
・
丸
の
内
の
三
菱
ビ
ル
前
で
）
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